
様式第６号（第１７条） 

会  議  録 

 

会議の名称 令和２年度 第３回春日部市高齢者保健福祉計画等推進審議会 

開 催 日 時 令和２年１１月４日(水) 
開 会 午前・午後  1 時 30 分 

閉 会 午前・午後  2 時 37 分 

開 催 場 所 市役所本庁舎２階 全員協議会室 

議長(委員長等)氏名 北畠 義典 

 

出 

 

 

席 

 

 

者 

 

委員氏名 

(出席人数：１１人) 北畠義典、中村靖史、宣賢奎、岩谷幸江、 

江口元勝、油井仁、島津有紀子、斉藤孝、木村好子、山本榮一、松尾勇 

説 明 者 

そ の 他 

(出席人数：３人) 高齢者支援課長寿企画担当主幹 新谷弘樹、高齢者支

援課高齢者支援担当主幹 小須田正和、介護保険課計画・事業指導担当主

幹 湯浅裕子 

 

事務局 

(出席人数：１１人)福祉部長 宇内啓介、福祉部次長 飯口信彦、高齢者支

援課長 折原武志、高齢者支援課長寿企画担当主査 石澤由里子 

健康保険部長 新井道彦、健康保険部次長 佐藤和正、介護保険課長 内藤

道夫、介護保険課介護保険担当主幹 中澤一城、介護保険課介護認定担当

主幹 木村則子、介護保険課地域支援担当主幹 小林博人、介護保険課計

画・事業指導担当主査 新井公代 

 

次第及び公開、一部公

開、非公開の区分 

議題 

「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（案）」

について 

一部公開・非公開の場

合はその理由 

□ 要綱第３条第１号該当： 

□ 要綱第３条第２号該当： 

□ 要綱第３条第３号該当： 

□ 要綱第３条第４号該当： 

配 布 資 料 

・次第 

・第８期計画（案） 

会議録の作成方法 

□ 録音テープ等を使用した全文記録  

■ 録音テープ等を使用した要点記録  

□ 要点記録 

会議録署名の指定 会長が署名する 

 

 



 

発 言 者 発言内容 ・ 決定事項 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

議長 

 

事務局 

 

 

議長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

【１ 開会】 

 

≪あいさつ≫ 

 

【２ 議事】 

「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画（案）」 

について 

 

≪事務局に説明を依頼≫ 

 

≪「第８期春日部市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画

（案）」に基づき説明≫ 

 

ただ今の説明について何か質問はありますか。 

 

Ｐ26 の社会参加の割合が高いので、社会参加の参加率が高いこと

を要因として採用されたのかと思いますが、食事や運動量、飲酒量

など様々な要因が他にも関わってくると思います。 

重回帰分析を用いて要因を分析した方がよいと感じています。 

ご提案となりますが、日常生活圏域が８圏域あり、その要介護認

定度に対して重回帰分析を行ったらどうでしょうか。すぐに出来る

調査ではないため、今後ご検討をいただきたいと思います。 

 

要因分析についてお話がありましたが、時間をかけて焦らずに取

り組んでいただけたらと思います。 

 

Ｐ32 のアンケート結果について「不安に感じていることは、特に

ない」が約 15％とあり、市民の方の一部は安心して暮らしているの

だということを感じて安堵しています。 

 

要因分析については、理解を深めながら検討を進めていきたいと

思います。委員の発言への補足となりますが、先ほどの調査結果は

要支援１・２の方の結果となっています。全体の数値としてはＰ61

にあるとおり、８.１％となっています。多職種連携のうえ、不安な

く生活できるまちづくりを進めていきたいと思います。 

  

要介護３までは認定がもらえますが、それ以上は認定を受けづら

いという話を聞くことがあります。 

 



事務局 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

市としては国の基準に則って算定しています。 

 

認定審査会を 20 年間行っていますが、必要な方には必要な要介護

度を判定しています。また、県が実施している講習会に審査委員も

参加していることをご理解いただきたいと思います。 

  

第７章について、計画の推進に向けて、（２）関係機関等との連携

や（３）市民への情報提供・市民への相談窓口の周知について、ど

うやって市としてサポートするかを考えて行くべきだと思います。  

また、Ｐ91（１）自立支援、介護予防・重度化防止に向けた取組

及び目標のそらまめ体操のあたり、実績値より目標値が減少してい

ることについて、考えを知りたいです。 

 

Ｐ91～Ｐ92 については、令和元年度の数値となっています。新型

コロナウイルスの影響で実績が減少しています。３年かけて感染症

対策も踏まえながら実績と同程度に戻していきたいと思います。 

 

計画の推進体制については、関係機関等との連携も必要となって

くるので、検討を進めながらしっかりと取り組んでいきたいと思い

ます。 

 

Ｐ80～Ｐ81 の夜間対応型訪問介護、地域密着型特定施設入居者生

活介護について、見込み量が０となっていますが、実施する事業者

がいないのか、ニーズがないのか知りたいです。 

 

現在、国は定期巡回・随時対応型訪問介護看護の事業の整備を進

めています。夜間対応型は基本的に夜間であるものの、定期巡回は 

２４時間であるためです。そのため、春日部市としては夜間対応型

でなく、定期巡回を増やしていくことを検討しています。地域密着

型特定施設入居者生活介護については、参入を予定している事業所

がないため、現時点では０を予定しています。 

 

 他に質問等がないようでしたら、本日予定されていました議事は

全て終了となりますので、議長の職を解かせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。事務局にお返しいたします。 

 

【３ その他】 

「３．その他」についてでございますが、今後の予定につきまし

ては、先ほど議長からお話のありましたとおり、「第８期計画（案）」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

につきまして、１２月１日から令和３年１月４日までの約１か月間、

市民意見提出手続を実施いたします。 

本日、委員の皆様よりご意見等をいただきました内容を反映した

「第８期計画（案）」につきましては、市民意見提出手続の実施前に、

委員の皆様あてにお送りさせていただきます。 

次回の審議会は、２月３日（水）午後１時３０分から、会場はこ

ちらの「全員協議会室」となります。 

 

事務局からは以上でございます。 

最後に、閉会の挨拶を中村副会長にお願いいたします。 

 

【４ 閉会】 

 

≪閉会あいさつ≫ 

 

 

議事の顛末・概要を記載し、その相違なきことを証するためここに署名する。 

 令和２年１１月２５日  

署名者の職・氏名 春日部市高齢者保健福祉計画等推進審議会 

         会長 北畠 義典 

   

     


